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15 世紀半ばに幕を開けた大航海時代。

ヨーロッパの国々が富を求め

争って『海外』へと船出した時代だ。

そんな中、他国に先駆け、

スペインとともに世界の植民地で

覇権を争ったのがポルトガルだった。

その栄華の時代は短かったが

築かれた遺産は今も首都リスボンの各所で

変わらぬ輝きを保っている。

今号では、1584 年に「天正遣欧使節」が

ヨーロッパ訪問の足がかりとして上陸した地でもある

リスボンを征くことにしたい。

 リスボンを征く

●征くシリーズ●取材・執筆・写真／本誌編集部
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 大航海時代の夢を追って

イベリア半島とその対岸に位置
するアフリカ大陸は距離的に近
く、同半島は、アフリカ大陸北
部で強い勢力を誇ったイスラム
系ムーア人（Moorish）に古く
より脅かされてきた。キリスト
系ヨーロッパ人によるレコンキ
スタ（国土回復運動）が行われ、
ムーア人勢力は同半島から追わ
れることになるが、数世紀の間
に混血が進んだのは、むしろ自
然なことだったと推測できる。
世界でも有数の高給サッカー選
手として知られる、ポルトガル
のクリスティアーノ・ロナウド
選手などを見るたびに、同半島
の歴史とムーア人のつながりの
深さを思う。

「王子」とはいえ、現在に伝えられている肖像画は

この通り、かなり年配になってからのもの。発見の

モニュメントの先頭に立つ姿は若々しいが…。なお、

余談ながら、初期の航海では、船乗りたちの生還率

は２割にも満たなかったという。遭難したり、立ち

寄った先で襲撃されたり、あるいは壊血病（ビタミ

ンＣ不足から起こる）や疫病感染などで落命したり

と絶えず生命の危険にさらされた。それでも一攫千

金を夢見て多くの者が船出したのだった。大航海時

代を支えたのは、人間の欲だったと言えそうだ。

リスボン市内のバス、路面電車（tram）、
ケーブルカー（ascensore）＝写真下、
地下鉄（metro）に乗り放題、リスボン
～シントラ／リスボン～カスカイス間
の電車も無料になるほか、主要な観光
スポットへの入場料が無料か割引にな
る、便利なカードが「LISBOACARD」。
空港、リスボン市内のツーリスト・イン
フォメーション・センターで購入できる。

無料になる観光スポットの例：

モス修道院／ベレンの塔／アジュダ宮殿

／国立古美術館／シントラの王宮

割引になる観光スポットの例：サン・ジョ

ルジェ城（30％引き）／サン・ロケ博物
館（40％引き）／ファド博物館（30％引き）
／シントラのペーナ宮殿（３ユーロに値

引き）

大航海時代における
ポルトガルの躍進の立役者
エンリケ航海王子（1394 -1460）

リスボンを効率よく観光するのに大活躍！
 LISBOACARDリシュボアカード

※無料／割引となるスポットの一覧表もあるが、とりあえず、どこに行っても「LISBOACARD」を
提示して、無料になるか、あるいは割引があるか聞いてみることをお薦めする。

か
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の
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国
を
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�
た

勝
者
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衰
の
こ
と
わ
り

無料になる観光スポットの例：ジェロニ

● 24時間カード： 大人 16ユーロ
 子供（5-11歳）9.5ユーロ
● 48時間カード： 大人 27ユーロ
 子供（5-11歳）14ユーロ
● 72時間カード： 大人 33.5ユーロ
 子供（5-11歳）17ユーロ
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発見のモニュメントから望む４月 25日橋。橋の右側に十字架のように
見えているのは、「クリスト・レイ（Christo Rei）」と呼ばれる巨大なキ
リスト像。ブラジルのリオ・デ・ジャネイロのキリスト像を模して造ら
れたもので、1959年に完成した。
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 Special Thanks to:
Heritage Av Liberdade Hotel
Av Liberdade 28, 1250-145 Lisbon
Tel: (0351) 213 404 040
www.heritage.pt
リスボンにホテル・チェーンを展開する
ヘリテージ・グループのホテルのひとつ。
リベルダーデ通り沿いで、ロシオ広場か
らも近く便利だった。内装もモダン。

リスボンの石だたみには
美しい模様が施されてい
ることが少なくない。長
い年月の間、人々がその
上を歩き続けた結果、見
事なまでに磨かれ（その
ため、滑りやすくなって
いるのだが）、輝きさえ放
つようになっている。

モラエスの生家
Casa de Wenceslau de Souza Moraes
明治時代初期に、作家として日本を世界に紹介した
セスラウ・デ・ソウザ・モラエスが生まれた家で、
ポルトガル語と日本語でその業績について触れたア
ズレージョ（タイル）が壁にかかっている。かなり
分かりづらいところにあるが、よほどその場所を聞
く日本人が多いのか、道を尋ねようとしただけで「モ
ラエスの家でしょ？」と言われた。ちなみに、生家
のある路地名は Travessa da Cruz do Torel。

魚介類を使ったトマト風味のリゾット（Arroz de Marisco）＝写真左下＝や、タ
コのリゾット（Arroz de Polvo）＝写真右下＝など、日本人の口にあう料理が多
いのがうれしい。また、魚介類だけでなく、ブタやウシといった肉類の料理も豊富。

◆リスボン中心部の数ある見どころ
のうち、編集部が独断で選んだ４ポ
イント（下記参照）は、それぞれ距
離的にあまり離れてはおらず、５時
間ほどみておけば見学可能だろう。
ただ、とにかく坂が多い！リスボン
の町並みの美しさには、坂も大いに
貢献していることは認めるが、筋肉

痛になる人もいそう。しかもほとんどの道が石だたみなので、ベビーカーを押すのはかなり
の重労働。路面電車や地下鉄、ケーブルカーをうまく利用することが、リスボン観光の成功
の秘訣と言っていいだろう。
◆残念ながらスリがかなり横行しているのも事実。彼らは２～３人のグループで行動。実行
犯と、すりとった貴重品を受け取って立ち去る者とに役割分担がなされている。上着や地図
（観光客のフリをしているが、地図はかなり使い古されている）で手の動きを隠し、背後か
ら近づいてくるなど、プロの手口は巧妙なので十分ご注意を。
◆お得で便利な「LISBOACARD」については、本文 11ページに詳細あり。

Turismo de Lisboa
Visitors & Convention Bureau
Rua do Arsenal, 15
1100-038 Lisbon
Tel: (0351) 21 312 700
www.visitlisboa.com
www.visitportugal.com

サン・ジョルジェ城
Castelo de Sao Jorge - Olisiponia 
Castelo de Sao Jorge, 1100-129 Lisbon
Tel: (0351) 218 800 620
www.castelosaojorge.egeac.pt
ジュリアス・シーザーの治世に建設された。城というより完全な要塞で、現在、一部の
建物は失われ公園となっている。リスボンの町全体を見下ろす、軍事上理想的な場所に
ある。そのため、城までの道はかなり急勾配だが、城からの眺めはすばらしいの一言に
尽きる（バス 37番を利用すれば、城から徒歩２分ほどの地点まで行くことができる）。
毎日オープン。なお、この城の足元にひろがるアルファマ（Alfama）地区は、「リスボ
ンの下町」と呼ばれている。時間に余裕があ
れば、細く入り組んだ路地を歩いてみてほし
い。少しはげかかった白い壁、無造作にはた
めく洗濯物、坂や階段で遊ぶ子供たち…ポル
トガルの素顔をのぞくことができるだろう。

サン・ロケ教会＆博物館
Museu de Sao Roque
Lg. Trindade Coelho, 1200-470 Lisbon
Tel: (0351) 213 235 065      www.museu-saoroque.com
本誌８月６日号で特集した「天正遣欧使節」が滞在したのがサン・ロケ教会。イエズス会系の教
会で、使節一行が宿泊したと考えられる修道院部分は現在残っていないが、隣接して設けられて
いる博物館内に、桃山時代の作である工芸品、家具＝写真すぐ右上＝が展示されている。また、
ザビエルの生涯を描いた油絵が壁一面に飾られた部屋も必見。日本が舞台と思われる絵が３枚含
まれており、着物風（参考資料はほとんどなかったのだろう）の服装をした人々も描かれている。

サンタ・ジュスタのエレベーター
Elevador de Santa Justa
Rua do Ouro（黄金の通り）沿いにある、
このエレベーター＝左下地図内の ＝は、
通りのレベルから高台にある住宅地まで、
一気に上るためのもの。観光客でいつも
にぎわっているが、現役として活躍して
いる実用エレベーターだ。上りきると連
絡橋があり、バイロ・アルト地区のカル
モ教会の裏側に出る。最上階から、さら
にらせん階段を上るとカフェを併設した
展望台があるが、取材班が訪れた時は閉
鎖されていた。

◆リスボン市街地とベレン地区のちょうど中間あ
たりに位置する、国立古美術館（11ページの地
図参照）は、ポルトガルの中でもコレクションの
レベルの高さで知られる美術館。ここには、桃山
時代にポルトガルにもたらされたという狩野派の
豪華な南蛮屏風も展示されている。月曜休館。

Museu Nacional de Arte Antiga 
R. das Janelas Verdes,1249-017 Lisbon
Tel: (0351) 213 912 800
www.mnarteantiga-ipmuseus.pt

リスボン中心部

ポルトガル料理＆菓子

ロシオ駅そばの階段をあがったと
ころに Esc do Duqueという路地
がある（左地図内の ）。このあ
たり一帯は レストランがひしめ
きあっており、通りにはテーブル
が並び、遅くまでにぎわう。通り
が坂になっているのもご愛嬌。

４月 25日橋のたもとに
あり、かつては埠頭だっ
たドッカス地区（11頁
の地図参照）は、現在
はおしゃれなレストラ
ン街になっている。

レストランで「お通し」
のようにパンと共に供
される、ハム、チーズ、
そしてアンチョビやツ
ナのパテ。アンチョビ
のパテはお土産として
もポピュラー。

菓子については、日本でも流行したカスター
ド・タルト「Pastel de Nata（パステル・デ・
ナタ）」＝写真左＝など、とこか素朴。卵の黄
身がふんだんに使われたものも多い。

Castella do Paulo
Rua da Alfandega 120, 1100-016 Lisbon
Tel: (0351) 218 880 019
www.castella.pt.vu
営業時間： 月～金　7:00-20:00　　
 土　8:00-18:00
日本に伝わり、カステラ（カスティーリャ王国のその地名が語源とされる）と
して定着した菓子を逆にポルトガル人に食べてもらおうと、九州の老舗菓子店

で修行し、コメルシオ広場のそばに店を開いたポル
トガル人男性がいる。パウロ・ドゥアルテ氏だ。日
本人の奥様、智子さんとともに、より美味しい菓子
を提供すべく、メニューの充実化にも余念がない。
美味しい日本式カステラを味わいに、ぜひ立ち寄っ
ていただきたい。日曜定休。

城から徒歩５分ほどの所に建つカテドラル

ポルトガルのシンボル、
雄鶏は幸運のしるし。

トラベル・インフォメーション
＊情報は 2009 年８月 14 日現在のもの。
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トラベル・インフォメーション ＊情報は 2009 年８月 14 日現在のもの。

ジェロニモス修道院
Mosteiro dos Jeronimos 
Praca do Imperio, 1400-206 Lisbon 
Tel: (0351) 213 620 034
www.mosteirojeronimos.pt
ヴァスコ・ダ・ガマたちが、インドへの航海に出発する

前に、夜通しこもって祈ったという修道院があったところに、ガマのインド航
路開拓、エンリケ航海王子の業績を称えて建てられた。その規模と壮麗さには
驚きを禁じえない。1502年、マヌエル１世の
命により工事が始まったが、完成まで約 300
年を要したという。なお、聖ジェロニモス（英
語では Jerome、347 - 420）はもともと聖職者
で、新約聖書のラテン語翻訳版を編んだことで
も知られる。中には、ガマの墓＝写真すぐ左上、
ポルトガルの偉大なる詩人、ルイス・デ・カモ
ンイス（Luis de Camoes、1524-1580）の墓＝
写真右＝もある。世界遺産。月曜休館。

発見のモニュメント
Padrao dos Descobrimentos
Avenida de Brasilia, 1400-038 Lisbon 
Tel: (0351) 213 031 950
www.padraodescobrimentos.egeac.pt
リスボンのシンボル的観光スポットとなっている
が、建設されたのは 1960年と、歴史は浅い。エン
リケ航海王子の没後 500年を記念して建てられた。
帆船がモチーフになっており、エレベーターで屋
上に上がれば、すばらしい眺めを楽しむことがで
きる。なお、このモニュメントの足元にある広場
には、ポルトガルが世界を「発見」した年度の記
された世界地図が描かれている。日本が発見され
たのは 1541年で、これは、豊後にポルトガル船が
流れ着いた年。月曜休館。

アジュダ宮殿
Palacio Nacional da Ajuda
Lg. da Ajuda, 1349-021 Lisbon
Tel: (0351) 213 620 264
www.imc-ip.pt
ブラガンサ王朝時代に建てられた王家の居城のひと
つ。現在の建物は 19世紀初めに、英国のバッキン
ガム宮殿をモデルに建設された。今は迎賓館として
使われている。水曜休館。

切ない旋律を感情豊かに歌い上げる、ポルトガ
ルの民俗歌謡「ファド Fad」。スペイン南部で
発達したフラメンコは歌と踊りとギターから
なるが、こちらは歌と伴奏のみ。サン・ロケ教
会のあるバイロ・アルト地区や、アルファマ地
区にはファド・ハウスやレストランが軒を連ね
る細い通りがいくつもある。ショーが始まるの
が午後 10時ごろ（食事付きなら、もっと早く
にテーブルにつくことになる）、ひととおり見
るだけでも午前零時ごろになることが多いの
で、ホテルに近い店に行くか、帰りはタクシー
の利用をお薦めする。ホテルで最寄の店を紹
介してもらう
と良いだろう。
ショーチャー
ジはひとり 20
～ 25ユ ー ロ
程度。これに、
飲み物代、あ
るいは食事代
が別途必要。

ベレンの塔
Torre de Belem
Av. Brasilia, 1400-598 Lisbon
Tel: (0351) 213 620 034
www.mosteirojeronimos.pt
ジェロニモス修道院の建設を決
めたマヌエル１世の治下に建て
られた塔。もともとは、テージョ
川を行き来する船を監視するた
めの要塞だったという。６層か
らなり、上層階は王族の居室、
最下層は潮の干満を利用した水
牢として用いられたこともあっ
た。世界遺産。月曜休館。

◆リスボン市街地から西へ約６キロほどの所にある、ベレン地区は、世界遺産に指定されているジェロニモス
修道院、ベレンの塔のほか、発見のモニュメントなどもあり、見どころが集まっている。交通の便があまり良
いとはいえないが、リスボン観光のハイライトとして、ぜひ訪れたいエリアだ。

◆効率よくまわるには、ベレンへの半日観光バスツアーや、リスボン市街地の主要な観光ス
ポットとベレンなどを巡回して走る「ホップオン・ホップオフ」型（乗り降り自由）の
観光バスを利用するのも一案。ツーリスト・インフォメーション・センターで詳細を
確認のこと。「Carristur」社や「Cityrama」社などが運行。ベレン地区

ファドを聴きに


